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News & Information 

「ソニー幼児教育支援プログラム」 最優秀園実践発表会（公開保育・実践発表） 開催概要

2014 年 6 月 9 日 

 公益財団法人 ソニー教育財団 
 
 

科学する心を育てる保育実践と計画を募集する 「ソニー幼児教育支援プログラム」 
全国 93 園の幼稚園・保育所・認定こども園より選ばれた最優秀園 

研究成果を発表する「最優秀園実践発表会」 開催 
7 月 5 日（土） 出雲市立塩冶幼稚園（島根県出雲市） 

公開保育・研究発表会などを通じ県内外の保育関係者に向けて独自の保育実践を公開 

講演： 東京学芸大学教育学部 教授 岩立 京子氏 「科学する心とからだを育む」  
 
    

公益財団法人 ソニー教育財団（会長 中鉢良治）は、2013 年度「ソニー幼児教育支援プログラム」で 
「最優秀園」に選ばれた出雲市立塩冶幼稚園（島根県出雲市、園長：佐野 洋子）にて、「最優秀園実践発表

会」を開催します。 

「ソニー幼児教育支援プログラム」は、乳幼児期の教育研究を推進したソニー創業者 井深大の考えを受け

継ぎ、2002 年から行っている園への教育助成です。「科学する心を育てる」を主題に、3 歳から 5 歳の保育

実践・計画を募集し、これまでに全国の幼稚園・保育所・認定こども園から約 1000 園の応募、500 を超える

園が受賞しています。 

今回、「最優秀園実践発表会」を行う出雲市立塩冶幼稚園は、2013 年にご応募いただいた 93 園の中から

選出され、本プログラムの審査委員長である小泉 英明氏（株式会社日立製作所 役員待遇フェロー）ら四氏

による審査、現地調査を経て「最優秀園」を受賞。子どもたちの「豊かな感性」と「創造性」の芽生えを育む取

り組みや成果について、公開保育、実践発表を通じて先生方を中心とする保育関係者にご紹介いたします。 
 

 
出雲市立塩冶幼稚園 （島根県出雲市） 

研究主題： ｢好奇心、探究心から『科学する心』を育てる｣  
～「発見、発見、大発見」  
自ら考えようとする気持ちが育つ過程に着目して～ 

開催日時： 2014 年 7 月 5 日（土） 9:00～15:00 

会場： 出雲市立塩冶幼稚園 

 島根県出雲市塩冶町 900 番地  
 電話 0853-21-0706 

講師： 東京学芸大学教育学部 教授 岩立 京子氏 

 
  

 
 

※ 塩冶幼稚園からのご案内は「第二次案内」をご覧ください。参加については、直接園にご相談ください。

http://www.sony-ef.or.jp/sef/program/jissen/pdf/2014/2014_enya_02.pdf 
※ 最優秀園論文全文はホームページでお読みいただけます。

http://www.sony-ef.or.jp/sef/program/result/preschool_2013/pdf/enya.pdf 
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「ソニー幼児教育支援プログラム」最優秀園 論文 
出雲市立塩冶幼稚園（島根県） 
論文テーマ：  好奇心、探究心から科学する心を育てる  

－「発見、発見、大発見」 自ら考えようとする気持ちが育つ過程に着目して－  
論文全文（http://www.sony-ef.or.jp/sef/program/result/preschool_2013/pdf/enya.pdf） 

【審査講評】 
園庭の身近な自然との関わりから「発見したこと」がきっかけとなり、好奇心や探求心が育まれていく子どもの姿を

把握し、「科学する心」に結び付く体験を明らかにしています。子ども一人ひとりが明確な目的に向かって取り組む

姿を把握し、保育者も夢中になり一緒に活動しています。そして、子どもたちは疑問や困難を感じると、更に関心

を高めて根気強く取り組みました。子どもも保育者も発見を楽しみ、探求を深めていく体験に結び付いていること

が高く評価されました。 栽培活動の事例では、「畑にしたい」「看板を作ろう」「棒で支えよう」など自分たちで考え

たり調べたりして問題を解決する体験をしています。更に、「受粉のチャンスはいつか?」「カラスに食べられている」

「いつ収穫するか?」などよく観察し、友達と考え合い判断する体験へと深まりました。石や砂の事例では、園内や

地域の自然環境を取り入れて石や砂に関わり、特徴を活かした製作活動に繋がっています。その一連の活動を

振り返り「発見カレンダー」を作成したことは、子どもたち自身が「科学する心」が育まれた自分の成長を感じる体

験になりました。 
 

 
■ソニー幼児教育支援プログラムとは 

「科学する心を育てる」を主題に、子どもの発想や保育者の熱意を活かし、子どもの姿を中心にした独自性のある

実践と計画をまとめた論文を募集、その実現のための支援を行っています。3 歳から5 歳の具体的な子どもの姿

に基づく実践報告と考察・計画をまとめ、全国の幼稚園・保育所・認定こども園より、毎年約100園のみなさまにご

応募いただいています。審査委員長の小泉英明氏（株式会社日立製作所 役員待遇フェロー）をはじめとする各

界の有識者により、予備審査・中間審査を経て、上位入選候補園に関しては現地調査も行います。上位入選園は

翌年、「最優秀園実践発表会」や「優秀園実践提案研究会」を開催。主題に迫る取り組みの積極的な発信にご協

力いただきます。また、論文の中から特色ある事例を選び出し、実践事例集として毎年冊子を発行。事例はホー

ムページから検索することもでき、保育関係者の研修や研究の参考として活用されています。 
ソニー幼児教育支援プログラム： http://www.sony-ef.or.jp/sef/program/guide/preschool.html 
幼児教育 保育実践事例サイト： http://www.sony-ef.or.jp/sef/preschool/ 

■ソニー教育財団について 

ソニー創業者の井深大は、その設立趣意書の中で「国民科学知識の実際的啓発活動」を

目標に揚げています。日本の将来の発展を支える子どもたちが科学に関心をもち、科学を

好きになるには、小・中学校における理科教育が最も重要であると考え、1959年に「ソニー

理科教育振興資金」の贈呈事業を始めました。この事業を継続的に発展させるため、

1972年に「財団法人 ソニー教育振興財団」を設立。2000年には子どもたちの感性・創造

性・主体性の育成を目指した「ソニー子ども科学教育プログラム」へと発展。これまでに延

べ11,000校を超える応募があり、教育資金を贈呈するなど、子どもたちの教育に創造的、

先駆的な取り組みを行っている全国の小・中学校や先生方を支援してきました。 
一方で、井深大は「人間の能力は“環境”によって作られる」との考えから、幼児教育の大

切さを訴え、1969年に「財団法人 幼児開発協会」を設立し、その研究と実践を推進しまし

た。2001年には2つの財団を統合して「財団法人 ソニー教育財団」を設立。2011年より

「公益財団法人 ソニー教育財団」に移行し、今日に至ります。 
 

 
 
 

＜報道関係の問い合わせ先＞ 
公益財団法人 ソニー教育財団 東京都品川区北品川 4-2-1  

TEL:03-3442-1005 FAX:03-3442-1035 （担当 山下）  
公式ホームページ： http://www.sony-ef.or.jp/ 

公式フェイスブック： https://www.facebook.com/SonyEducationFoundation 

 

 ソニー創業者 井深大


